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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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ア
メ
リ
カ
の
今

年
1
月
の
個
人

消
費
支
出
が
プ

ラ
ス
０
・
６
％

を
記
録
。
公
務

員
賃
金
の
上
昇

が
背
景
だ
と
説

明
さ
れ
て
い
る
▼
エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
ら
の
予
想
を
上
回
る
数

字
で
、
連
邦
政
府
の
公
務
員

賃
金
上
昇
等
が
個
人
消
費
を

押
し
上
げ
た
と
い
う
も
の
。

「
賃
上
げ
が
個
人
消
費
に
つ

な
が
る
の
か
」
と
疑
問
を
呈

す
る
経
営
者
側
に
、
確
か
な

答
え
を
示
し
た
▼
定
昇
見
送

り
・
目
減
り
賃
金
補
て
ん
を

拒
否
す
る
経
営
者
側
に
、
連

合
組
合
員
か
ら
「
そ
ん
な
回

答
は
受
け
取
る
な
」
と
の
声

も
で
た
▼
欧
州
で
は
フ
ラ
ン

ス
、
ド
イ
ツ
な
ど
が
「
雇
用

と
賃
金
を
守
れ
」
と
ス
ト
や

デ
モ
を
展
開
し
、
成
果
を
上

げ
て
い
る
。「
日
本
で
な
ぜ

ゼ
ネ
ス
ト
が
起
き
な
い
の

か
」
と
外
国
特
派
員
の
声
。

内
需
主
導
に
転
換
さ
せ
る　
09

春
闘
に
す
る
た
め
、　

最
後

ま
で
く
ら
い
つ
き
た
い
。
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公
務
員
制
度
改
革
推
進
本
部
に
抗
議

　

麻
生
首
相
が
最
優
先
課
題

の
一
つ
に
掲
げ
る
「
公
務
員

制
度
改
革
」、
政
府
は
２
０

１
２
年
ま
で
の
工
程
表
を
強

引
に
決
定
し
、
関
連
法
案
の

提
出
を
急
い
で
い
ま
す
。

　

全
労
連
は
３
月
４
日
、

「
国
公
法
改
正
法
案
」等
関
連

法
案
を
め
ぐ
っ
て
、
国
家
公

務
員
改
革
推
進
本
部
事
務
局

と
交
渉
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
事
務
局
は
、

「
人
事
院
か
ら
内
閣
人
事
・
行

政
管
理
局
に
権
限
が
移
っ
て

も
、
中
立
・
公
正
性
を
維
持

す
る
上
で
は
全
く
問
題
は
な

い
が
、
懸
念
す
る
声
が
あ
っ

た
た
め
、
人
事
院
か
ら
意
見

を
聴
く
と
い
う
点
を
加
え
、

配
慮
し
た
も
の
」
と
居
丈
高

な
対
応
を
示
し
ま
し
た
。

　

全
労
連
は
、「
内
閣
人
事
・

行
政
管
理
局
は
、『
第
三
者

機
関
』
で
は
な
く
、
明
確
に

使
用
者
だ
。
労
働
基
本
権
が

保
障
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で

交
渉
等
が
成
り
立
つ
の
か
」

と
迫
っ
た
の
に
対
し
、「
今

ま
で
や
っ
て
き
た
労
使
慣
行

を
否
定
す
る
も
の
で
は
な

い
。
実
態
を
踏
ま
え
て
仕
組

み
を
考
え
て
い
く
」
と
、
労

働
基
本
権
の
問
題
を
労
使
慣

行
問
題
に
矮
小
化
す
る
驚
く

べ
き
姿
勢
も
あ
ら
わ
に
し
ま

し
た
。

　

平
行
線
を
た
ど
っ
た
交
渉

の
最
後
に
、
全
労
連
は
、「
今

日
の
話
は
到
底
納
得
で
き
な

い
、
法
案
策
定
作
業
も
上
手

く
い
く
と
は
と
て
も
思
え
な

い
。
改
め
て
、
関
連
法
案
の

策
定
反
対
を
表
明
す
る
」「
労

働
組
合
と
誠
意
を
持
っ
て
対

応
し
、
理
解
と
納
得
を
前
提

に
進
め
る
べ
き
で
、
拙
速
な

法
案
の
閣
議
決
定
、
国
会
提

出
等
は
断
じ
て
行
う
な
」
と

強
く
申
し
入
れ
ま
し
た
。

　

翌
日
、
公
務
労
組
連
絡

会
・
全
国
税
は
、
推
進
本
部

事
務
局
が
入
る
庁
舎
前
で
、

３
０
０
人
の
上
京
団
が
抗
議

行
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

〈
出
題
〉九
段　

石
榑　

郁
郎

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉
黒
１
、
３
の
好
手

段
で
白
を
無
条
件
に
仕
留
め

ま
す
。

（　

分
で
二
、
三
段
以
上
）
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国
税
庁
当
局
は
３
月　

日
、「
内
部
事
務
一
元
化
全
署
実
施
後
の
機
構
・
定
員
の

19

概
要
及
び
研
修
体
系
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
」
で
、
署
別
の
機
構
・
定
員
を
伝
達
し

ま
し
た
。
か
ね
て
か
ら
全
国
税
が
、「
身
申
の
前
に
、
前
倒
し
で
開
示
せ
よ
」
と
主

張
し
て
き
た
こ
と
に
、
一
定
応
え
る
形
で
の
伝
達
で
す
。

　

約
３
万
６
０
０
０
人
い
た

課
税
部
門
職
員
の
う
ち
、
約

２
割
の
７
３
９
３
人
を
一
元

化
担
当
に
充
て
る
と
い
っ
て

い
ま
す
が
、「
一
元
化
を
希

望
す
る
職
員
は
４
％
」（
東
海

地
連
ア
ン
ケ
ー
ト
）
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
は
、
今
後
大
問
題

と
な
り
ま
す
。

　

焦
点
の
課
税
内
部
に
つ
い

て
は
、
一
切
明
ら
か
に
さ
れ

ず
、「
前
広
の
情
報
提
供
」
と

は
と
て
も
い
え
ま
せ
ん
。
一

方
で
、
３
分
の
１
に
縮
小
さ

れ
る
資
料
部
門
の
先
行
き
な

ど
、
新
た
な
不
安
・
疑
問
が

生
じ
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
働
く
場
所
と
仕
事

が
ど
う
な
る
か
見
え
な
い
状

況
下
で
、
当
局
は
例
年
ど
お

り
身
申
提
出
を
求
め
て
い
ま

す
。「
公
務
の
要
請
」の
名
の

下
、
拙
速
な
一
元
化
全
署
実

　

国
税
庁
は
、
一
元
化
の
伝

達
の
中
で
は
、
管
理
運
営
部

門
へ
新
採
用
者
等
を
配
置
す

る
こ
と
に
あ
わ
せ
て
、
初
期

の
研
修
制
度
を
大
幅
に
変
え

る
こ
と
も
示
し
ま
し
た
。

【
変
更
点
は
別
掲
】

　

特
に
、
国
専
採
用
者
の
研

修
で
は
、
①
基
礎
研
修
を

３
ヶ
月
に
、
②
『
専
攻
税
法

研
修
』
の
新
設
、
③
専
科
研

修
を
職
場
配
置
後
３
年
な
ど

と
大
き
く
変
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
今
で
も
研
修
体

制
に
不
満
が
多
く
、
充
実
化

研修制度の変更後
【国専採用者】
○採用年４〜６月の『基礎研
修』に、管理運営部門の研修
も実施。
○１年経験後、１ヶ月間の
『専攻税法研修』。
○専科研修は当初配置から３
年後。
○国際租税セミナーは部内経
験５年。
【Ⅲ種・中途採用者】
○普通科の最後１ヶ月で、管
理運営部門の研修も実施。
○実務経験期間で３ヶ月間、
管理運営部門へ（中途は４〜
６月、Ⅲ種は未定）。
【本科】
○『管理運営班』を創設。試
験は他の専攻税法。
【府省間配転者】
○１年間の事務経験後、１ヶ
月間の『専攻税法研修』を実
施。（１期生・２期生は、３期
生とともに受講）。

が
切
実
な
要
求
と
な
っ
て
い

る
、
府
省
間
配
転
者
へ
の
研

修
は
、
１
ヶ
月
の
『
専
攻
税

法
研
修
』を
加
え
る
の
み
で
、

不
十
分
な
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

国
税
庁
は
３
月　

日
、
他

19

省
庁
か
ら
遅
れ
る
こ
と
半
月

以
上
経
っ
て
、　

分
時
短
を

15

４
月
１
日
か
ら
実
施
す
る
こ

と
を
伝
達
し
ま
し
た
。

　

伝
達
で
は
、
終
業
時
刻
を

　

分
繰
り
上
げ
る
形
で
実

15施
。
昼
休
み　

分
と
退
庁
時

60

間
の
繰
り
上
げ
を
望
む
声
が

二
分
す
る
中
、「
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と

生
活
の
調
和
）
の
推
進
に
配

慮
」
し
た
判
断
と
い
っ
て
い

ま
す
。

　

全
国
税
は
、
引
き
続
き

「
地
域
や
職
員
個
々
の
要
望

に
沿
っ
た　

分
時
短
」
を
求

15

め
、
今
後
も
当
局
を
追
及
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
制
度

と
し
て
「
年
休
の
１
日
又
は

１
時
間
」
に
縛
っ
た
活
用
の

問
題
に
つ
い
て
も
、
追
及
し

て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
、
当
局
が
導

入
し
よ
う
と
し
て
い
る
「
原

則
官
署
の
勤
務
時
間
の
特

例
」
は
、
事
実
上
、
退
庁
時

間
を
繰
り
下
げ
る
も
の
で
も

あ
り
、
時
短
の
趣
旨
に
逸
脱

す
る
も
の
で
す
。

定　員統括官数
7,393 1,102 管理運営部門

28,559 3,567 課 税 部 門

3,307 390 徴 収 部 門

39,259 5,059 計

▼一元化実施後の定員等の概要（全国）施
に
よ
る
職
員
犠
牲
は
、
絶

対
に
容
認
で
き
ま
せ
ん
。

減少率
振替後の
統括官数

振替数

△13.0％48372法人課税
△6.7％15411資産課税
△19.9％33984個人課税

▼東京局：署統括官の振替数と減少率

（注）徴収統括官は、現在、徴収105、管徴併合7
から、徴収部門137となる。

増減割合増 減 数新 定 員

△12.3％△1071総合調査

△13.0％△3722,493所得税等

△5.7％△661,091資 産 税

△63.2％△187109資 料

△11.9％△4663,443法 人 等

△19.9％△134570源 泉

△23.9％△2270間接諸税

△1.8％△2112酒 税

0.5％61,109徴 収

▼東京局：署定員配置数および増減数・率

侠 僑挙挙挙挙挙挙挙
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国
公
労
連
・
全
国
税
は
3
月　

日
、
春
闘
期
の
統

13

一
要
求
課
題
で
人
事
院
と
交
渉
し
ま
し
た
（
人
事

院
側
は
吉
田
給
与
局
長
等
が
対
応
）。
吉
田
給
与

局
長
は
「
3
月　

日
予
定
の
最
終
回
答
に
向
け
て

23

検
討
中
だ
が
、
現
段
階
の
状
況
等
に
つ
い
て
」と
前

置
き
し
、
以
下
の
回
答
（
要
旨
）
を
し
ま
し
た
。

怪 悔回回回回回回回回

怪 悔回回回回回回回回

た
？
」
の
問
い
に
「
…
」

の
担
当
者
。「
そ
う
で

も
な
い
の
？
」「
ま
、
そ

う
い
う
こ
と
で
す
ね
」

「
画
面
が
大
き
く
な
っ

て
も
、
文
字
が
小
さ
く

て
読
み
づ
ら
い
か
ら
」。

　

画
面
よ
り
文
字
を
大

き
く
、
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
対
策
を
立
て
な
け
れ

ば
意
味
が
な
い
。

【
兵
庫
県
支
部
】

・
い
つ
ま
で
に
報
告
や

（
今
日
中
！
）自
分
で
見

に
来
い

・
報
告
さ
せ
て
ど
な
い

す
る
つ
も
り
や

・
生
意
気
な
、
偉
そ
う

に・
上
の
者
の
気
ま
ぐ
れ

・
メ
ー
ル
す
る
方
は
良

い
わ
な
ァ

・
局
員
も
署
に
お
る
と

き
は
同
じ
や
っ
た
の
に

【
名
古
屋
局
】

　

3
月　

日
、
名
古
屋

11

の
審
判
所
所
長
と
管
理

課
長
が
熱
田
署
に
視
察

に
。
確
申
の
現
場
と
関

係
の
な
い
審
判
所
職
員

が
な
ん
で
「
視
察
」
な

の
か
！

　

対
応
に
追
わ
れ
、
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
に
も
な
る

「
視
察
」に
レ
ッ
ド
カ
ー

ド
！

【
関
信
局
】

　

長
官
が
視
察
に
来
る

か
ら
事
前
に
局
長
が
視

察
に
来
る
、
局
長
が
視

察
に
来
る
か
ら
局
総
務

課
長
が
事
前
に
視
察
に

来
る
…
こ
れ
で
は
、

「
視
察
の
負
の
ス
パ
イ

ラ
ル
」
で
は
な
い
か
！

【
北
海
道
地
連
】

　
「
使
い
や
す
く
な
っ

確
申
視
察
に
怒
る

デ
ィ
ス
プ
レ
イ

評　

判　

記

局
メ
ー
ル
に

反
応
ア
レ
コ
レ

■
民
間
春
闘
等
の
認
識
■

　

労
働
側
は
８
年
ぶ
り
の
ベ

ア
要
求
を
行
っ
て
い
る
が
、

経
営
側
の
対
応
は
非
常
に
厳

し
く
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た

こ
と
が
な
い
状
況
と
な
ら
な

い
か
を
危
惧
し
て
い
る
。

　

大
手
企
業
の
ボ
ー
ナ
ス
削

減
の
影
響
は
大
き
く
、
ワ
ー

ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
月
例
給

へ
の
影
響
も
あ
る
。　

日
の

18

大
手
の
集
中
回
答
以
降
、
順

次
出
さ
れ
る
回
答
・
妥
結
状

況
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

■
勧
告
の
基
本
姿
勢
■

　

公
務
員
給
与
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
使
用
者
と
し
て
の

政
府
か
ら
の
検
討
要
請
も
含

め
、
各
方
面
の
意
見
を
聴
き

な
が
ら
、
中
立
・
第
三
者
機

関
と
し
て
の
使
命
に
鑑
み
、

検
討
し
て
い
く
。

　

地
域
別
官
民
給
与
較
差
の

デ
ー
タ
公
表
は
、
人
事
院
の

説
明
責
任
の
問
題
と
し
て
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

　

給
与
構
造
見
直
し
の
途
中

段
階
で
あ
り
、
仮
に
２
〜
３

％
の
較
差
が
出
て
も
、
直
ち

に
見
直
し
の
必
要
は
な
い
と

説
明
は
す
る
。

■
非
常
勤
職
員
の
処
遇
■

　

給
与
に
つ
い
て
は
、
昨
年

発
出
し
た
指
針
を
定
着
さ
せ

る
こ
と
が
肝
要
と
考
え
る
。

　

こ
の
問
題
は
政
府
全
体
と

し
て
検
討

さ
れ
る
必

要
が
あ
り
、

そ
の
取
り

組
み
に
協

力
す
る
と

と
も
に
、
任
用
形
態
、
勤
務

形
態
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

問
題
意
識
を
持
っ
て
考
え
て

い
き
た
い
。

■
新
人
事
評
価
の
活
用
■

　

本
府
省
以
外
の
機
関
に
お

け
る
習
熟
度
を
考
慮
し
、
本

府
省
で
活
用
し
始
め
て
か
ら

　

こ
の
回
答
に
対
し
、
国
公

労
連
・
全
国
税
は
、「
民
間
準

拠
一
辺
倒
は
問
題
で
あ
り
、

民
間
の
状
況
が
公
務
に
は
ね

返
り
、
さ
ら
に
民
間
を
悪
化

さ
せ
る
悪
循
環
に
陥
る
危
険

性
が
あ
る
。
最
低
賃
金
と
と

も
に
社
会
的
所
得
決
定
の
基

準
と
な
っ
て
い
る
人
事
院
勧

告
の
機
能
を
踏
ま
え
た
積
極

的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
」

　

3
月
9
日
、「
平
成　

年
21

度
・
財
務
省
共
済
組
合
事
業

計
画
及
び
予
算
案
―
財
務
省

美
術
展
・
俳
句
大
会
に
つ
い

て
」、
庁
か
ら
要
旨
以
下
の

情
報
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。

　

①
運
営
審
議
会
が
開
催
さ

れ
、
平
成　

年
度
共
済
組
合

21

事
業
計
画
及
び
予
算
案
等
の

議
題
が
審
議
さ
れ
、
財
務
省

美
術
展
及
び
俳
句
大
会
を
財

務
省
共
済
組
合
の
厚
生
事
業

と
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
織

り
込
ま
れ
た
。
認
可
が
下
り

次
第
、
計
画
及
び
予
算
が
確

定
す
る
。

　

②　

年
度
は
、
共
済
組
合

21

の
厚
生
事
業
と
し
て
実
施
す

る
こ
と
を
決
め
た
が
、　

年
22

度
以
降
は
、
従
前
通
り
、
総

務
省
人
事
局
が
財
務
省
に
予

算
要
求
す
る
か
は
検
討
中
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

使
用
者
で
あ
る
国
は
、

「
福
祉
は
共
済
」、
言
い
換
え

れ
ば
「
福
祉
は
自
前
で
」
と

い
う
考
え
を
強
く
持
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
民
間
企
業
の

「
法
定
外
福
利
費
」に
あ
た
る

公
務
員
の
厚
生
経
費
は
貧
弱

で
、
か
つ
て

人
事
院
『
生
涯

給
与
問
題
研

究
会
』
も
報
告

し
た
よ
う
に
、

「
民
間
４
、
国

１
」
の
格
差
は

一
向
に
解
消

さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

　

財
務
省
美

術
展
・
俳
句
大

会
を
、「
共
済
組
合
の
厚
生

事
業
と
し
て
実
施
す
る
」
こ

と
は
ま
や
か
し
で
す
。

　

官
民
較
差
の
著
し
い
「
厚

生
経
費
」を
抜
本
拡
充
さ
せ
、

真
の
「
財
務
省
美
術
展
及
び

俳
句
大
会
の
復
活
」
を
求
め

て
い
き
ま
す
。

「賃下げの悪循環を断ち切れ」と人事院に
向けシュプレヒコール（3月5日）。

１
年
内
に
措
置
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
そ
の
状
況
に
つ

い
て
職
員
団
体
、
各
府
省
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
円
滑

な
活
用
が
さ
れ
て
い
る
か
注

視
し
て
い
き
た
い
。

■
定
年
制
と
給
与
制
度
■

　

公
務
員
制
度
改
革
基
本
法

で
定
年
延
長
が
ベ
ー
ス
と
な

り
、
そ
れ
を
念
頭
に
定
年
制

度
と
そ
れ
に
伴
う
給
与
制
度

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

今
回
は
推
進
本
部
が
ト
ッ

プ
で
あ
る
こ
と
は
事
実
だ

が
、
人
事
院
の
基
本
ス
タ
ン

ス
に
変
化
は
な
く
、
そ
の
場

に
参
加
し
、
人
事
院
と
し
て

主
張
を
し
た
い
。

と
主
張
し
ま
し
た
。

　

そ
の
上
で
、「
悪
循
環
を

転
換
す
る
た
め
、
私
た
ち
は

　

年
前
か
ら
内
部
留
保
の
活

17用
で
雇
用
改
善
と
賃
上
げ
に

よ
る
内
需
拡
大
を
求
め
て
き

た
」「
こ
の
ま
ま
で
は
先
が
見

え
て
こ
な
い
。
社
会
的
に
大

き
な
影
響
力
を
持
つ
人
勧
だ

け
に
、
較
差
の
大
き
い
初
任

給
を
は
じ
め
と
し
た
賃
金
改

善
に
最
大
限
の
努
力
を
求
め

る
」
と
通
告
し
ま
し
た
。

美
展
・
俳
句
大
会
、
共
済
で

人事院を包囲する国公労働者ら（3月5日）

賃
下
げ
の「
悪
循
環
」
転
換
をや

操
業
短
縮
に
よ
る
残
業
代
な
ど

の
大
幅
減
収
が
押
し
付
け
ら
れ
る

も
と
で
、
切
実
な
要
求
で
し
た
。

　

体
力
も
十
分
あ
る
大
企
業
が
社

会
的
責
任
を
放
棄
し
、
広
が
る
貧
困

や
内
需
拡
大
に
よ
る
経
済
再
生
に

背
を
向
け
た
回
答
に
、
背
を
向
け
回

答
に
、
各
職
場
で
怒
り
の
声
が
上

が
っ
て
い
ま
す
。

　

自
動
車
、
電
機
な
ど
の
金
属
大
手

は　

日
、
一
部
を
の
ぞ
い
て
ベ
ア
・

18
ゼ
ロ
、
一
時
金
の
大
幅
削
減
の
回
答

を
出
し
ま
し
た
。

　

今
春
闘
で
労
働
組
合
は
、
物
価
高

と
雇
用
破
壊
の
な
か
で
「
雇
用
も
賃

金
も
」「
内
需
拡
大
で
経
済
再
生
を
」

と
要
求
し
て
き
ま
し
た
。
長
年
続

い
た
賃
金
抑
制
の
上
に
、
物
価
上
昇

09春闘　大手一斉回答

貧弱な厚生経費
真の復活求める

〈
解
答
〉　

黒
１
の
ハ
ネ
か
ら

３
と
打
つ
の
が
好
手
段
。
白

４
に
黒
５
で
白
死
で
す
。
黒

１
で
２
は
白
イ
以
下
コ
ウ
。

黒
１
で
イ
も
白
５
黒
１
白
２

黒
ロ
白
３
で
コ
ウ
。
白
２
で

イ
な
ら
黒
４
で
白
死
で
す
。

税務職員の文化レベルが維持されてきた厚
生活動。今は…。




